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ト
リ
ア
ー
ジ
っ
て
何
？

　

大
規
模
災
害
の
発
生
時
に
は
、
緊

急
治
療
が
必
要
な
傷
病
者
が
同
時
に

多
数
発
生
す
る
こ
と
が
考
え
ら
れ
ま

す
。
し
か
し
、
治
療
の
受
け
入
れ
態

勢
は
限
ら
れ
る
た
め
、
医
療
機
関
も

混
乱
を
き
た
す
こ
と
が
予
想
さ
れ
ま

す
。

　

そ
の
よ
う
な
状
況
の
中
で
も
、
短

時
間
で
最
善
の
救
命
効
果
を
得
る
た

め
に
は
、
救
命
の
優
先
度
を
判
断
す

る
こ
と
が
必
要
に
な
り
ま
す
。
そ
の

判
断
方
法
を
「
ト
リ
ア
ー
ジ
」
と
い

い
ま
す
。

ト
リ
ア
ー
ジ
の
実
施
は
？

　

ト
リ
ア
ー
ジ
に
は
実
施
基
準
が
あ

り
、
病
気
や
け
が
の
緊
急
度
や
重
症

度
に
よ
っ
て
、
優
先
順
位
を
「
ト
リ

ア
ー
ジ
・
タ
ッ
グ
」
で
分
類
し
ま
す
。

ト
リ
ア
ー
ジ
・
タ
ッ
グ
っ
て
ど

ん
な
も
の
？

そ
の
色
分
け
の
内
容
は
？

　

ト
リ
ア
ー
ジ
・
タ
ッ
グ
（
図
１
）

は
、
医
療
機
関
で
簡
易
カ
ル
テ
と
し

て
利
用
で
き
、
受
け
入
れ
患
者
数
や

傷
病
程
度
別
の
患
者
数
を
把
握
す
る

こ
と
が
で
き
ま
す
。
傷
病
者
の
状
態

に
よ
り
、
４
色
を
用
い
て
選
別
を
行

い
ま
す
。
４
色
の
内
訳
は
（
表
１
）

の
と
お
り
で
す
。

ト
リ
ア
ー
ジ
を
す
る
メ
リ
ッ
ト

は
？

　

的
確
で
素
早
い
ト
リ
ア
ー
ジ
を
行

う
こ
と
で
、
混
乱
の
中
で
も
、
医
療

機
関
の
機
能
を
最
大
限
に
発
揮
す
る

こ
と
が
で
き
る
よ
う
に
な
り
ま
す
。

ひ
と
り
で
も
多
く
の
傷
病
者
を
救
う

た
め
の
必
要
な
方
法
と
し
て
有
効
で

す
。

トリアージ・タッグは、状態に応じて
切り取って使用します。例えば上の写
真の場合は、識別色が「黄（Ⅱ）」に
なるため、優先順位第２位の「待機的
治療群（中等症群）」にあたります。

（図１）

（表１）

１人でも多くの傷病者を
救うため、災害時におけ
るトリアージにご理解と
ご協力をお願いします。

災
害
時
医
療
救
援
活
動
ト
リ
ア
ー
ジ

▶
圏
央
道
で
の
多
重
事
故
を
想
定
し
た
近
隣
自
治
体
と
の
広
域
訓
練
で
行
わ
れ
た
ト
リ
ア
ー
ジ
の
様
子

昨
年
の
総
合
防
災
訓
練
の
様
子

問
健
康
づ
く
り
課
☎（
２
３
５
）７
８
８
０

防災の日
９月１日は

　10月20日㈰、大規模災害の発生を想定し、社家
小学校を会場とした〝総合防災訓練〟と、海老名
総合病院などを会場とした〝トリアージ訓練〟を
同日開催します。
　両訓練の詳細は、本誌10月１日号でお知らせし
ます。

総合防災訓練および
トリアージ訓練を実施

優先順位 分類 識別色 症状や状態など

第１ 最優先治療群
（重症群） 赤（Ⅰ） 生命を救うため、直ちに処置を必要とするもの。窒息、多量

の出血、ショックの危険のあるもの。

第２ 待機的治療群
（中等症群） 黄（Ⅱ） 多少治療の時間が遅れても、生命に危険がないもの。基本的

には、バイタルサイン（※）が安定しているもの。

第３ 保留群
（軽症群） 緑（Ⅲ） 上記以外の軽易な傷病で、ほとんど専門医の治療を必要とし

ないもの。

第４ 死亡群 黒（０） すでに死亡しているもの、または明らかに即死状態であり、
心肺蘇生を施しても蘇生可能性のないもの。
（※）バイタルサイン…一般的に脈拍、呼吸、血圧、体温の４つを指すことが多い


